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1．  事業の区分 

 新たな木材需要創出総合プロジェクト事業のうち地域材利用促進のうち新規分野におけ

る木材利用の促進  

 

2．  事業の概要 

 本事業は，地球温暖化緩和・森林育成・安全安心社会の構築を同時に実現する「丸太打

設による地盤対策技術」の普及促進を行い，国産材の利用拡大を目指すものである．  

 このために，表- 1 を実施した．  

  

表- 1 事業の概要 

実施項目  
 

事業内容  
 

実施箇所・期間  備考  
 

ア  実 証 施 工 ・ 工
程 ， 施 工 後 デ ー タ

測 定 等 調 査 及 び そ
の事前現地調査等  

①秋田県大潟村における丸太打設軟弱地盤対策
実証施工：実証施工，大規模載荷試験，丸太載
荷試験（丸太使用材積 55.8m3）  
②千葉県木更津市における丸太打設軟弱地盤対
策実証施工：実証施工，丸太載荷試験（丸太使
用材積 2.6m3）  
③熊本県熊本市における丸太打設液状化対策実
証施工：実証施工（丸太使用材積 75.8m3）  

①秋田県大潟村，  
7/11-11/10 
 
②千葉県木更津市，  
1/16-3/23 
 
③ 熊 本 県 熊 本 市 ，
1/10-2/25 

 

イ  調 査 結 果 等 の
と り ま と め 及 び 事

業報告書等の作成  

①秋田県大潟村における丸太打設軟弱地盤対策
実証施工：  
・スウェーデン式サウンディング試験 (9 点 ) 
・標準貫入試験（ 1 点）  
・大規模載荷試験（ 8 点）  
・丸太の押込み試験（ 9 点）  
②千葉県木更津市における丸太打設軟弱地盤対
策実証施工：  
・スウェーデン式サウンディング試験 (9 点 ) 
・標準貫入試験（ 1 点）  
・丸太の押込み試験（ 9 点）  
③熊本県熊本市における丸太打設液状化対策実
証施工：  
・標準貫入試験（ 1 点）  

①秋田県大潟村，  
7/11-11/10 
 
 
 
 
②千葉県木更津市，  
1/16-3/23 
 
 
 
③ 熊 本 県 熊 本 市 ，
1/10-2/25 

 

 

ウ  働 き か け ， ワ
ー ク シ ョ ッ プ 等 の
普及活動  

①リーフレット・ポスター作成（ 2,000 部）  
②見学会の開催：  
a.秋田県立大学フィールド教育研究センターに

おける丸太を使った軟弱地盤対策実証実験
（参加者 44 名）  

b.丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法
（LP-LiC 工法）見学会（参加者 30 名）  

②展示会への出展：  
a.第 51 回地盤工学研究発表会 (来場者 71 名 ) 
b.地盤改良技術展 2016（来場者 273 名）  
c.2016 建設リサイクル技術展示会（来場者 73
名）  

d.九州建設技術フォーラム 2016（来場者 91 名） 
③ワークショップ開催：  
液状化と地球温暖化緩和を同時に実現する「丸
太 打 設 液 状 化 対 策 ＆ カ ー ボ ン ス ト ッ ク 工 法
(LP-LiC 工法 )」ワークショップ（参加者 87 名） 
④ホームページ作成  

①技術研究所， 10/11 
②  
a.秋田県大潟村， 7/27 
 
b.熊本県熊本市， 2/16-17 
 
 
②  
a.岡山県岡山市， 9/13-15 
b.東京都江東区， 9/28-30 
c.東京都千代田区，10/5-6 
d.福岡県福岡市，10/17-18 
 
③東京都江東区， 3/10 
 
 
 
④技術研究所， 11/7（以
降適宜更新）  
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3．  実施期間 

 2016 年 5 月 11 日～2017 年 3 月 31 日  

 

4．  補助金 

 補助金額：9,257,000 円  
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5．  実証施工と調査とりまとめ 

5.1  秋田県大潟村における丸太打設軟弱地盤対策実証施工と調査 

5.1.1 実験概要 

(1) 目的 

 本実証施工と調査では，丸太打設による軟弱地盤対策の丸太の鉛直支持力と地盤の支持

力に関する設計法構築のための基礎データを取得する．  

 また，丸太打設施工の効率化を図るための先行回転圧入鋼管のアタッチメント作製し，

その施工性を確認する．  

 

(2) 実施場所：〒010-0451 秋田県南秋田郡大潟村字大潟 6-5 

秋田県立大学フィールド教育研究センター敷地内（図- 1 参照）  

 

 
図- 1 実施場所（秋田県大潟村） 
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(3) 地盤特性 

 図- 2 に，標準貫入試験（SPT）より求めた，地盤柱状図を示す．図- 3 に，9 点のスウ

ェーデン式サウンディング試験（SWS）より求めた試験地点の推定断面図を示す．   

  

 
図- 2 SPT（1 点）より求めた地盤柱状図（秋田県大潟村） 

 

 
図- 3 SWS（9 点）より求めた試験地点の推定地盤断面（秋田県大潟村）  
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5.1.2  丸太単体押込み試験結果 

    図- 4 に，丸太単体の押込み試験より求められた末口直径と載荷荷重の関係を示す．  

 

5.1.3  大規模平板載荷試験結果 

  図- 5 に，大規模平板載荷試験結果より求められたスラブ直下の丸太周面積と載荷荷

重度の関係を示す．  

 

 

 

 

 

  

        (a)第 1 抵抗力              (b)第 2 抵抗力  

  図- 4 丸太単体の押込み試験より求められた末口直径と載荷荷重の関係（秋田県大潟

村）  
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図- 5 大規模平板載荷試験結果より求められたスラブ直下の丸太周面積と  
載荷荷重度の関係（秋田県大潟村）  
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5.1.4  試験実施状況写真 

  

  
    (a)ひずみゲージ位置設定        (b)ひずみゲージ貼り付け  

 

    
(c)標準貫入試験                (d)スウェーデン式サウンディング試験 

 

     
                                (e)土質試験  

写真- 1 秋田県大潟村試験実施状況写真（その 1） 
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(a)丸太の寸法計測                         (b)丸太打設  

 

 

  
(c)敷鉄板載による平板載荷試験        (d)丸太押込み試験  

 

写真- 2 秋田県大潟村試験実施状況写真（その 2） 
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5.2  千葉県木更津市における丸太打設軟弱地盤対策実証施工と調査 

5.2.1 実験概要 

(1) 目的 

 本実証施工と調査では，丸太打設による軟弱地盤対策の丸太の鉛直支持力に関する設計

法構築のための基礎データを取得する．  

 

(2) 実施場所：〒292-0837 千葉県木更津市木材港 15 

(株 )キーテック木更津合板工場内（図- 6 参照）  

  

 
 

図- 6 実施場所（千葉県木更津市） 

実験実施予定地
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(3) 地盤特性 

 図- 7 に，標準貫入試験（SPT）より求めた，地盤柱状図を示す．  

   

 

図- 7 SPT（1 点）より求めた地盤柱状図（千葉県木更津市） 
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5.2.2  丸太単体押込み試験結果 

 図- 8 に，丸太単体の押込み試験より求められた末口直径と載荷荷重の関係を示す．  

 

  

        (a)第 1 抵抗力              (b)第 2 抵抗力  

図- 8 丸太単体の押込み試験より求められた末口直径と載荷荷重の関係（千葉県木更津市）  
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5.2.3  試験実施状況写真 

  

  
    (a)丸太溝切り状況           (b)ひずみゲージ貼り付け  

 

  
    (c)丸太頭部鉄板設置           (d)キャリブレーション  

 

 
                 (e)  標準貫入試験            

写真- 3 千葉県木更津市試験実施状況写真（その 1） 
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 (a)スウェーデン式サウンディング試験        (b)土質試験  

 

 
       (c)  丸太押込み試験近景              

写真- 4 千葉県木更津市試験実施状況写真（その 2） 
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5.3  熊本県熊本市における丸太打設液状化対策実証施工と調査 

5.3.1 施工概要 

(1) 目的 

 当施工は，2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分に発生した熊本地震（最大震度７観測）により

被害があった駐車場を LP－LiC 工法により液状化対策を行うものである．  

 また，丸太打設施工の効率化を図るための先行回転圧入鋼管のアタッチメント作製し，

その施工性を確認する．  

 

(2) 実施場所： 熊本県熊本市内 

 

(3) 全体平面図 

 図- 9 に，丸太打設配置図を示す．  

  

 
図- 9 丸太打設配置図（熊本県熊本市） 
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(4) 施工数量 

 丸太打設：n=1,123 本（末口 0.15m，長さ 3.0m）  

 丸太打設間隔：B=1.0m 

 改良深度：Z=5.0m（平均）地盤特性  

 

(5) 地盤特性 

 図- 10 に，既往標準貫入試験より求めた，地盤柱状図を示す．  

  

 
(a)No.1 ボーリング柱状図  

 

 
(b)No.2 ボーリング柱状図  

図- 10 SPT（既往データ）より求めた地盤柱状図（熊本県熊本市）  
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5.3.2  液状化対策の設計 

 図- 11 に，既往ボーリング結果に基づき，国土交通省（都市局）の「宅地の液状化被害

可能性判定に係る技術指針」の考えに則って検討した判定結果を示す．いずれも丸太径

0.15m で，打設間隔 1.0m とすることで，A（顕著な被害の可能性が低い）の判定結果とな

る．   

  

        (a)PL                   (b)Dcy  

図- 11 液状化検討による判定結果（熊本県熊本市） 
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5.3.3  液状化対策効果の確認 

 No.1 地点において丸太打設後の地盤でボーリング調査を実施し，これに基づき液状化判

定を行い，対策効果を確認した．  

 図- 12 に，丸太打設後地盤におけるボーリング調査結果を示す． 

 図- 13 に，丸太打設後地盤における液状化判定結果を示す．GL-5m 以浅では，液状化に

対する安全率が FL≧1.0 となり，効果が認められる． 

 

  

 

図- 12 丸太打設後地盤におけるボーリング調査結果（熊本県熊本市）  

 

 

図- 13 丸太打設後地盤における液状化判定結果（熊本県熊本市） 
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6．  普及活用 

6.1  パンフレット作成 

 LP-LiC 工法のパンフレットを 2,000 部作製した（図- 14 参照）．  

  

  

 
図- 14 LP-LiC 工法パンフレット 
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6.2  見学会の開催 

6.2.1  秋田県大潟村における見学会 

 2016 年 7 月 27 日（水）に，秋田県大潟村にて，「秋田県立大学フィールド教育研究セン

ターにおける丸太を使った軟弱地盤対策実証実験」の現地見学会を開催した．  

 図- 15 に，見学会案内を示す． 

見学会には 44 名の方が参加されました．  

 写真- 5 に，見学会の様子を示す．  

 図- 16 に，見学会関連記事を示す． 

  

  

 

 

図- 15 秋田県大潟村における見学会案内  
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写真- 5 秋田県大潟村における見学会の様子 
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図- 16 秋田県大潟村における見学会に関する記事（2016 年 7 月 28 日北羽新報）  
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6.2.2  熊本県熊本市内における見学会 

 2017 年 2 月 16（木）～17 日（金）に，熊本県熊本市にて，「丸太打設液状化対策＆カー

ボンストック工法 (LP-LiC 工法 )」の現地見学会を開催した．以下の通り，合計 30 名の方

が参加された．  

①  2 月 16 日 (木 ) 10:00-11:00 10 名  

②  2 月 16 日 (木 ) 13:00-14:00 12 名  

③  2 月 16 日 (木 ) 14:30-15:30  1 名  

④  2 月 17 日 (金 ) 10:00-11:00  1 名  

⑤  2 月 17 日 (金 ) 14:30-15:30  6 名  
図- 17 に，見学会案内を示す．  

 

 

図- 17 熊本県熊本市内における見学会案内 
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6.3  展示会への出展 

6.3.1  第 51 回地盤工学研究発表会 

 2016 年 9 月 13（火）～15 日（木）に，（公社）地盤工学会主催で岡山大学清水記念体育

館で開催された展示会に出展した．合計 71 名の方が展示ブースに来場された．  

 図- 18 に，展示会の案内を示す．  

 図- 19 に，展示会のレイアウトを示す．  

 写真- 6 に，展示会の様子を示す．  
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図- 18 第 51 回地盤工学研究発表会展示会案内  



 

 

 

  

図- 19 第 51
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51 回地盤工学研究発表会展示会レイアウト

 

回地盤工学研究発表会展示会レイアウト  
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写真- 6 第 51 回地盤工学研究発表会展示会の様子  
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6.3.2  地盤改良技術展 2016 

 2016 年 9 月 28（水）～30 日（金）に，フジサンケイビジネスアイ主催で東京ビッグサ

イトで開催された展示会に出展した．合計 273 名の方が展示ブースに来場された．  

 図- 20 に，展示会の案内を示す．  

 図- 21 に，展示会のレイアウトを示す．  

 写真- 7 に，展示会の様子を示す． 

 図- 22，図- 23 に，展示会関連の記事を示す．  
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図- 20 地盤改良技術展 2016 案内  
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図- 21 地盤改良技術展 2016 レイアウト  
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写真- 7 地盤改良技術展 2016 の様子  
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図- 22 地盤改良技術展 2016 に関する記事 (2016 年 9 月 29 日日刊建設産業新聞 ) 
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図- 23 地盤改良技術展 2016 に関する記事 (2016 年 9 月 30 日日刊建設通信新聞 ) 
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6.3.3  2016 建設リサイクル技術展示会 

 2016 年 10 月 5（水）～6 日（木）に，建設副産物リサイクル広報推進会議と関東地方建

設副産物再使用方策等連絡協議会主催で一橋大学一橋講堂で開催された展示会に出展した．

合計 73 名の方が展示ブースに来場された．  

 この展示会では，「2016 建設リサイクル技術発表会・技術展示会」の展示の優秀賞を受

賞し，関東地方建設副産物再利用方策等連絡協議会委員長の大西亘関東地方整備局長より

賞状をいただいた．  

 

 図- 24 に，展示会の案内を示す．  

 図- 25 に，展示会のレイアウトを示す．  

 写真- 8 に，展示会の様子を示す．  

図- 26 に，展示会関連の記事を示す．  
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図- 24 2016 建設リサイクル技術展示会案内  
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2016 建設リサイクル技術展示会レイアウト
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写真- 8 2016 建設リサイクル技術展示会の様子  
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図- 26 2016 建設リサイクル技術展示会に関する記事  

(2016 年 10 月 6 日日刊建設産業新聞 ) 
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6.3.4 九州建設技術フォーラム 2016 

 2016 年 10 月 17（月）～18 日（火）に，九州建設技術フォーラム実行委員会主催で福岡

国際会議受で開催された展示会に出展した．合計 91 名の方が展示ブースに来場された．  

 図- 27 に，展示会の案内を示す．  

 図- 28 に，展示会のレイアウトを示す．  

 写真- 9 に，展示会の様子を示す．   
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図- 27 九州建設技術フォーラム 2016 案内（その１）  
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図- 27 九州建設技術フォーラム 2016 案内（その２）  
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図- 28 九州建設技術フォーラム 2016 レイアウト（その 1）  
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図- 28 九州建設技術フォーラム 2016 レイアウト（その 2）  
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写真- 9 九州建設技術フォーラム 2016 の様子  
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6.4  ワークショップの開催 

 2017 年 3 月 10 日（金）に，木材活用地盤対策研究会主催で木材会館にて，液状化対策

と地球温暖化緩和を同時に実現する「丸太打設液状化対策＆カーボンストック工法

（LP-LiC 工法）」ワークショップを開催した．合計 87 名の方が参加された．  

 図- 29 に，ワークショップの次第を示す．  

 写真- 10 に，ワークショップの様子を示す．  

 図- 30～図- 33 に，ワークショップ関連記事を示す．   

 
図- 29 ワークショップの次第  
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写真- 10 ワークショップの様子  
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図- 30 ワークショップに関する記事  

(2017 年 3 月 13 日日刊建設産業新聞 ) 
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図- 31 ワークショップに関する記事  

(2017 年 3 月 13 日日刊建設通信新聞 ) 

 
図- 32 ワークショップに関する記事  

(2017 年 3 月 16 日日刊木材新聞 ) 
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図- 33 ワークショップに関する記事  

(2017 年 3 月 29 日日刊建設工業新聞 ) 
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6.5  ホームページ 

 2017 年 11 月 7 日 よ り 木 材 活 用 地 盤 対 策 研 究 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.mokuchiken.com/index.html）を開設し，LP-LiC 工法の普及を図っている（図- 

34 参照）．  

 

 

図- 34 木材活用地盤対研究会ホームページ  

(http://www.mokuchiken.com/index.html) 


